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●アウトライン 

１．先の者が後になり、後の者が先になる 

 ・「ぶどう園の労働者のたとえ話」が語られた背景 

 ・弟子たちの誤った神の国理解 

２．神の恵みは最後の者にも 

・「ぶどう園の労働者のたとえ話」の解説 

・ぶどう園の主人→神、ぶどう園→神の国、労働者→人間、時間→人生の段階 

・神は、私たちが人生のどの段階で神に出会ったとしても、変わらず、永遠の命の恵みを

与えてくださる。 

・午後五時から=人生の終盤でも！ 

３．ただ神の恵みによる永遠の命 

・「先の者が後になり、後の者が先になる」とは、「先の者」=「後の者」ということ。 

・永遠の命は、私たちのどんな行いによるのでもなく、ただ神の恵みによって与えられ

る。 

・もし神の国が歩合制だったら…。 

・ただ恵みによって、永遠の命が与えられるからこそ、私たちは心を込めて、そういう主

人のためにお仕えしたい。 

 

●聖書箇所 

【マタイによる福音書19章 27-30節、新約聖書３7-38ページ】 

「すると、ペトロがイエスに言った。『このとおり、わたしたちは何もかも捨ててあなたに

従って参りました。では、わたしたちは何をいただけるのでしょうか。』イエスは一同に言

われた。『はっきり言っておく。新しい世界になり、人の子が栄光の座に座るとき、あなた

がたも、わたしに従って来たのだから、十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治める

ことになる。わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子供、畑を捨てた者は皆、そ

の百倍もの報いを受け、永遠の命を受け継ぐ。しかし、先にいる多くの者が後になり、後に

いる多くの者が先になる。』」 

 

 

 


